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編 集 後 記

　本号から編集主幹を引き継ぐことになった．
　新病院に移転してから 4年が経過し，急激に変動する医療情勢が続き多忙を極める当院で，
12編と多くの論文を掲載することができた．これも各部署で日々の業務を行いながら，医療
人としての研鑽を積んでいこうという職員が多くいることを示していると思う．
　人それぞれ違うと思うが，論文を作成するということは，学会などでの発表の 10倍以上
の労力が必要だと思っている．論文を作成するには，身を削っての労力を要するのは身をもっ
て知っているつもりである．
　専門医制度の変革の時期を迎え，生涯自主的に勉強を続けていくことが求められている．
一方，臨床研修制度を含めたこれらの新しいシステムは，長期間同じ疾患群に接し続ける機
会が減少し，医療関係者に求められる事柄が煩雑になっていることから，論文を作成するこ
とが難しくなっていることも感じている．そのなかで応募原稿は自然と集まり，質量ともに
以前と遜色のないものを発行できることはとても喜ばしいことである．
　本号は，小生がとても頼りない編集主幹であったのにもかかわらず，編集幹事や事務方の
強力なサポートによって発刊することができた．
　ご協力いただいた多くの方々に深甚の謝意を表し後記としたい．
 （T.Y.）
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